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四
十
三
年
用
種
も
み
の
申
込
み

種
も
み
は
採
秘
圃
産
の
も
の

を
使
川
し
、
自
家
生
産
の
種
も

み
の
使
用
を
や
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

つ
ぎ
に
よ
り
、
昭
和
四
十
三

年
用
の
種
も
み
の
申
込
み
を
受

付
け
し
ま
す
。

申
込
期
限
十
一
月
十
日
ま
で

申
込
先
艇
協
、
ま
た
は
登

録
業
者

品
種
オ
イ
ラ
セ
、
シ
モ
キ
タ

ト
ワ
ダ
、
フ
ジ
ミ
ノ
リ

な
る
ほ
、
ム
ッ
ヒ
カ
リ

ム
ッ
コ
ガ
ネ
、
ふ
系
的

弓
、
レ
イ
メ
イ
、
タ
ッ

ミ
モ
チ
、
と
ら
も
ち

金
木
町
農
産
物
改
良
協
議
会

口 思
う
心
に
ス
キ
が
あ

◎
暗
が
り
に
痴
漢
は

防
犯
・
交
通
安
全
標
語

◎
そ
う
言
わ
ず
ま
あ
一
杯
か

事
故
の
も
と

◎
歩
く
身
に
乗
る
身
に

◎
う
ち
の
子
に
限
っ
て
と

発
行
所
背
燕
秘
町
役
場

緬
集
企
画
室

あ
な
た
を
狙
っ
て
い
る

洲M剛Ⅲ
－

imW端
㈱’ な

っ
て
お
も
い
や
り

壷’ ？
ｰ

’ る

○
第
四
十

○
別
禾
○
（

一
般
質
問
に

光
、
白
川
直
義
、

第
四
十
回
定
例
町
議
会
は
九
月
三
十
日
招
集
、
一
般
質
問
の
あ
と
決
算
特
○

別
委
員
会
お
よ
び
議
案
の
審
議
に
入
り
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
決
卯
○

○
の
認
定
な
ど
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
十
月
五
日
閉
会
し
ま
し
た
。
○

昭
和
帆
年
度
決
算
な
ど
認
定

紬
田
蠅
特
別
委
員
会
も
設
置

雄
叫
輔
柾
一
覗
鴎
繍
歸
経
矛【第40回定例町議会】

の
内
容
を
明
ら
か
に
せ
よ
。

一
、
小
田
川
ダ
ム
建
設
の
見
通

し
に
つ
い
て
。

一
、
水
稲
の
災
害
対
策
。

一
、
職
員
の
人
事
を
公
平
に
せ

よ
。
な
ど
に
つ
い
て
、
三
上

町
長
の
所
信
を
た
だ
し
、
こ
れ

に
対
し
て
三
上
町
長
か
ら
次
の

よ
う
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
向
川
堰
の
工
事
は
、
思
わ

ぬ
事
故
に
あ
い
、
再
度
工
事
を

し
予
定
よ
り
三
百
万
円
近
く
の

経
費
が
余
分
に
か
か
っ
た
。
こ

れ
壷
受
益
者
の
み
に
負
扣
さ
せ

る
の
は
ど
う
か
と
思
い
、
国
の

補
助
金
か
つ
く
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
亜
大
な
問
題
な
の

で
、
調
査
特
別
委
口
会
な
ど
で

実
態
を
明
ら
か
に
し
て
行
き
た

い
。一
、
小
田
川
ダ
ム
建
設
は
、

今
、
展
林
省
で
蒲
工
の
準
備
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
。

お
そ
く
て
も
、
年
内
に
は
滴
工

に
な
る
も
の
と
確
佑
し
て
い
る

昭
和
四
十
一
年
産
米
の
売
渡

し
も
始
ま
り
ま
し
た
が
、
不
順

天
候
な
ど
の
影
稗
で
、
予
約
し

た
数
吐
を
売
渡
せ
な
く
な
っ
た

方
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
は
、
十
一
月

一
日
に
売
渡
し
指
示
苔
が
交
付

に
な
り
ま
す
の
で
、
異
議
（
減

一
、
災
害
の
大
き
い
股
家
に
対

し
て
は
、
制
度
資
金
の
融
資
や

減
税
な
ど
の
面
で
め
ん
ど
う
見

た
い
。

一
、
職
員
の
人
事
は
公
平
に
取

り
扱
い
、
選
挙
派
閥
人
事
な
ど

と
い
わ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
き
た
か
、
今
後
も
そ
の
よ
う

な
努
力
を
す
る
。

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

は
、
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計

決
算
の
認
定
や
土
地
改
良
事
業

計
画
変
更
の
件
な
ど
、
十
一
議

案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

向
田
堰
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
は
、
実
態
を
調
査
す
る
た
め

調
査
特
別
委
員
会
を
設
慨
し
ま

し
た
。

委
口
の
氏
名
は
次
の
と
お
り
で

す
。
中
村
水
真
（
委
員
長
）
、
沢
田

茂
（
副
委
員
長
）
、
竹
内
佐
右

エ
門
、
秋
元
武
治
、
木
村
不
二

米
の
予
約
減
額
補
正

｜
〒
や
三
三
十
全
三
〒
ｆ
三
三
＃
’
三
一
丁
ｆ
三
三
十
三
二
一
十
一
一
一
三
〒
十
一
一
一

十
一
月
一
日
か
ら
申
立
て
受
付
け

ハ
ン
コ
を
も
っ
て
産
業
課
ま
で

【児童館の建設現場】

芦
野
グ
ラ
ン
ド
に

有
刺
鉄
線

青
年
団
が
労
力
奉
仕

教
育
委
員
会
で
は
、
自
動
車

な
ど
が
入
り
こ
ん
で
、
コ
ー
ス

が
穴
だ
ら
け
に
さ
れ
て
い
る
芦

野
グ
ラ
ン
ド
の
ま
わ
り
に
有
刺

鉄
線
を
は
り
、
車
の
通
行
を
禁

じ
ま
し
た
。

こ
の
有
刺
鉄
線
は
、
営
林
署

か
ら
森
林
軌
道
の
レ
ー
ル
の
払

い
下
げ
を
受
け
、
町
連
合
青
年

団
の
労
力
奉
仕
で
つ
く
り
あ
げ

た
も
の
で
す
。

額
補
正
）
の
申
立
が
で
き
ま
す
。

申
立
は
、
盛
録
先
と
相
談
の

う
え
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
、

ハ
ン
コ
を
も
っ
て
、
役
場
産
業

課
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
さ
き
に
、
農
業
委
員

会
が
と
り
ま
と
め
た
減
額
補
正

希
望
数
斌
は
、
金
木
五
、
六
八

二
俵
（
一
九
二
件
）
、
嘉
瀬
二
、

二
六
一
俵
（
六
八
件
）
、
喜
良

市
四
、
二
八
二
俵
（
一
八
四

件
）
、
計
一
二
、
二
二
五
俵
（
四

四
四
件
）
に
達
し
て
い
ま
す
。

男
、
花
田
甚
一
、
米
谷
甚
九
郎

白
川
脳
炎
、
大
橘
勇
五
郎
、
伊

藤
滴
慈 ｉ

ｌ

永久選挙人名簿の
有権者数9,234人

↓
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９
’
三
言
・
り
呈
言
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０
｝
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Ｉ
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永久選挙人名椰の有権者数が確定しました。これによ
ると有権者総数9,234人で、昭和40年9月15日現在で調
盤した基本選挙人名簿の確定人目より279人減少してい
ます。投票区ごとの有権者数は下表のとおりです。

r

季
節
保
育
所
終
わ
る

五
カ
所
で
開
設

巻
と
秋
の
股
繁
期
に
季
節
保

育
所
を
開
設
し
て
、
腱
家
か
ら

喜
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

秋
の
季
節
保
育
所
は
十
月
四
日

か
ら
始
雲
り
、
十
六
日
で
終
わ

り
ま
し
た
。
開
設
さ
れ
た
の
は

川
愈
、
藤
枝
、
蒔
田
、
中
柏

木
、
大
東
ケ
丘
の
五
カ
所
で
、

利
用
者
は
川
倉
三
十
八
名
、
藤

枝
二
十
八
名
、
蒔
出
三
十
三
名

中
柏
木
三
十
名
、
大
東
ケ
丘
二

十
五
名
で
し
た
。

公
立
金
木
病
院
組
合
議
会
は

十
月
十
九
日
臨
時
議
会
を
招
渠

し
、
病
棟
の
新
築
を
決
め
ま
し

た
。
予
算
二
千
三
百
七
十
二
万

円
で
、
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
二
階
建

て
、
延
べ
七
百
九
十
二
平
方
メ

病
棟
の
新
築
を
き
め
る

公
立
金
木
病
院

グ
勺
寺
■
夕

今
■
■
■
タ

－
ト
ル
（
二
百
四
十
坪
）
、
病

室
二
十
、
四
十
四
床
の
第
六
病

棟
を
新
築
す
る
も
の
で
、
工
事

は
奥
村
工
務
店
（
吋
森
）
が
施

行
し
、
四
十
二
年
六
月
末
に
完

成
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
川
倉
の
季
節
保
育
所
】

（
１
１（）内は昭和40年9月15日現在調製韮本選挙人名繩

篭鍬ﾉ､､口一一一一一一､_へ－，－－－－､｣
仕で完成した有刺鉄線】労力奉【青年団の

一
焼
班
に
こ
い
睾
奔
蜘
鋤
柁
卜
”
魂
奉
垂
蝿
蝿
乢
勢
い
橦
権
一

，
し
か
し
、
ワ
ー
プ
を
焼
却
す
る
こ
と
は
つ
ぎ
の
点
で
大
き
一

‐
な
損
失
に
な
り
ま
す
。

一
‐
一
、
有
機
質
の
欠
乏
と
地
力
の
減
退

一
堆
肥
を
や
ら
な
い
で
、
化
成
肥
料
だ
け
に
す
る
と
、
川
一

皿
の
有
機
質
成
分
か
欠
乏
し
が
ち
に
な
り
、
地
力
が
減
退
す
‐

一
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ワ
ラ
を
焼
却
し
て
も
、
肥
料
効
果
は
ほ
と
一
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Ⅱ
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？
●
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■
■
■
■
■
年
凸
■
口
■
一
日
■
■
＆
・
Ｐ
甲
■
■
Ｒ
Ｈ
Ｉ
脾

一
り
、
四
百
人
く
ら
い
の
人
た
ち
か
そ
の
仕
邪
に
従
事
し
、
”

一
年
間
五
千
四
百
万
円
く
ら
い
の
生
雁
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
一

‐
ワ
ラ
エ
品
の
製
造
は
祗
要
な
産
業
の
一
つ
で
す
。
こ
の
産
一

一
い
ワ
ラ
エ
品
を
賊
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

型
金
木
町
に
は
、
ワ
ー
フ
エ
品
製
造
工
助
が
三
十
近
く
あ
一

一
業
の
振
興
の
た
め
に
も
、
股
家
自
身
の
た
め
に
も
ワ
ラ
は
川

叩
焼
か
な
い
で
、
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
一

一
す
。
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罹
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ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
一

三
百
七
十
五
キ
ロ
（
百
微
）
の
ワ
ラ
を
焼
却
岬

す
れ
ば
、
七
’
八
％
の
ワ
ラ
灰
と
な
り
ま
す
一

吋
鄙
咋
坪
嘩
老
伽
訓
華
叱
痙
稚
諏
索
壺
皿
油
一

も
、
焼
却
後
、
庇
ち
に
保
存
し
、
使
川
時
期
一

に
散
布
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
肥
料
と
し
て
叩

の
効
果
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

二
、
ワ
ラ
エ
品
の
原
料
不
足

ワ
ラ
エ
品
の
脈
料
ワ
ヲ
の
不
足
が
日
立
一

陀
計
咄
樗
叫
鈩
鍬
訓
叫
魂
竺
岬
も
秘
誕
ヰ
羅
一

の
価
絡
に
も
形
押
し
、
股
家
が
そ
れ
だ
け
商
一
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《
私
か
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の

一
は
、
今
か
ら
四
十
六
年
前
の
大

一
正
九
年
、
二
十
歳
の
と
き
だ
っ

〕
た
。
な
ん
と
な
く
た
ど
り
つ
い

一
た
の
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
言
葉

一
が
通
じ
な
い
、
人
が
分
か
ら
な

》
い
で
途
方
に
く
れ
た
か
、
と
に

一
か
く
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
と
思
い
覇
領
事
館
を
訪
ね
た
。

一
最
初
か
ら
白
人
な
み
の
待
遇
は

一
受
け
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
だ
っ

１
７
く
Ｋ
Ｊ
７
く
Ｉ
ど
ノ
ア
ー
く
〃
シ
、
、
Ｌ
仙
○
１
７
く
ゞ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
藤
元
さ
ん

と
い
え
ば
、
今
で
は
「
毎
年
学

校
に
お
金
を
送
っ
て
く
れ
る

人
」
と
知
ら
な
い
人
が
な
い
く

ら
い
。そ
の
藤
元
さ
ん
が
八
月
二
十

二
日
、
夫
人
の
オ
ク
ク
ー
ベ
さ

ん
を
同
伴
し
て
郷
里
の
金
木
町

へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

０
．
０
０
．
０
Ｏ
ご
Ｏ
０
．
０
０
コ
０
０
．
０溌溌【藤元氏】
○
コ
○
○
コ
○
○
コ
。
０
．
０
０
コ
０
０
．
０
０
コ
０
０
．
０
○
コ
Ｏ
Ｏ
ご
Ｏ
Ｏ
ご
《

た
の
で
、
普
通
の
人
の
半
分
の
物
屋
を
開
業
し
た
り
、
株
に

給
料
で
働
く
こ
と
に
し
た
。
五
手
を
出
し
た
り
し
た
。
も
う

、
六
年
せ
っ
せ
と
働
い
た
ら
、
け
た
り
、
損
を
し
た
り
、
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
金
が
た
ま
つ
た
ち
ら
か
と
い
え
ば
苦
難
の
数

の
で
、
昭
和
元
年
、
一
言
－
ジ
年
間
を
過
し
た
。

ヤ
ー
ジ
ー
の
ア
コ
ー
ラ
と
い
う
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
、

と
こ
ろ
に
飲
食
店
を
開
く
。
と
一
三
１
ヨ
ー
ク
に
桜
レ
ス
ト

こ
ろ
が
あ
え
な
く
失
敗
。
借
金
ラ
ン
を
始
め
、
こ
れ
が
当
た

が
で
き
、
再
起
に
も
絶
望
し
死
っ
た
。
五
十
人
以
上
の
従
業

ぬ
ほ
か
な
い
と
決
意
し
、
短
刀
員
か
働
き
、
事
業
は
順
調
に

を
腹
に
当
て
た
も
の
の
、
と
て
進
ん
だ
。

も
実
行
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
し
か
し
、
昭
和
十
六
年
、

酒
を
飲
め
ば
こ
わ
く
な
く
な
る
第
二
次
大
戦
が
始
ま
り
、
案

と
思
い
、
酒
を
飲
九
た
ら
酔
い
の
定
当
局
の
取
り
調
ら
べ
を

つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
受
け
た
り
、
店
を
こ
わ
さ
れ

わ
け
で
、
切
腹
の
企
て
は
失
敗
た
り
し
た
。
が
、
店
は
十
二

に
終
る
。
週
間
閉
鎖
さ
れ
た
だ
け
で
、

そ
の
後
、
テ
ー
ラ
ー
と
い
う
営
業
は
続
け
る
こ
と
が
で
き

判
事
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
、
小
間
た
。

・
Ｆ
Ｄ
ｂ
Ｌ
ｐ
ｒ
Ｆ
ｒ
＃
皆
Ｊ
舎
写
＃
，
仇
Ｆ
１
‐
ｒ
ｒ

ｌ

ｌ
舟
Ｎ
ｈ
Ｉ

Ｊ
Ｉ
Ｌ
汐
卜

敬
老
会
に
寄
付

難
講
議

県
教
委
で
は
感
謝
状

昭
和
二
十
年
、
日
本
敗
戦
の

年
で
あ
る
。
人
生
の
う
ち
で
、

餓
も
い
や
な
思
い
出
の
一
つ
で

あ
る
。
な
ん
と
も
い
わ
れ
な
い

み
じ
め
な
気
持
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
思
っ
た
ほ
ど
の
迫

害
も
受
け
す
、
事
業
は
む
し
ろ

順
調
に
経
過
し
た
。

母
や
妹
に
い
く
ら
か
の
送
金

が
で
き
る
余
裕
も
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
昭
和
二
十
五
年
頃
、

金
木
の
小
・
中
学
校
で
学
用
品

や
運
動
具
が
不
足
だ
と
い
う
こ

と
を
聞
き
、
少
し
で
は
あ
る
が

送
金
す
る
こ
と
に
し
た
。
少
し

で
も
郷
土
の
た
め
に
役
立
ち
た

い
、
と
い
う
気
持
で
学
校
な
ど

に
送
金
し
た
の
が
子
ど
も
た
ち

に
喜
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
手
紙

で
知
り
、
う
れ
し
か
っ
た
。

子
供
は
四
人
お
り
、
長
女
の

ミ
ツ
・
マ
リ
ア
（
三
○
）
は
医

学
生
、
長
男
ミ
ッ
シ
エ
ル
（
二

〃
、
蚕
Ｈ
ロ
刀
、
″
、
、
茸
唖
洩
、
″
円
了
Ｅ
ｕ
〆
、
″
、
〆
、
画
く
〃
″
う
９
，
匁
、
〃
〃
つ

定
し
た
り
し
て
、
有
効
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

ご
夫
妾
は
駅
祁
、
奈
良
な
ど

全
国
の
主
な
観
光
地
を
巡
っ
て

き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
九
月

十
四
日
に
は
、
肘
年
研
修
所
で

開
か
れ
た
敬
老
会
に
も
出
府

し
、
経
費
の
一
部
に
と
一
万
円

を
寄
付
し
、
お
年
寄
り
た
ち
か

ら
喜
ば
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
同
氏
の
こ
れ
ま
で

の
善
行
に
少
し
で
も
報
い
た
い

と
歓
迎
会
を
開
い
た
り
、
氾
念

品
を
剛
っ
た
り
し
ま
し
た
か
、

雌
教
育
套
員
会
で
も
、
教
育
の

振
興
に
つ
く
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
「
感
謝
状
」
を
賭
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
ご
夫
妾
は
、
酸

ケ
湯
温
泉
で
紳
養
し
た
あ
と
、

十
月
十
二
日
帰
国
の
途
に
つ
き

ま
し
た
。

藤
元
さ
ん
の
話
Ｉ
こ
れ
ま
で

の
人
生
は
、
苦
難
と
努
力
の
迩

統
で
し
た
が
、
郷
土
の
た
め
に

少
し
で
も
役
立
ち
た
い
気
持

で
、
学
校
な
ど
に
送
金
し
た
の

が
喜
ば
れ
て
い
る
の
を
知
っ
て

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

事
業
か
ら
引
退
し
、
こ
れ
ま

で
の
と
お
り
い
く
か
ど
う
か
分

り
ま
せ
ん
か
、
で
き
る
だ
け
の

こ
と
を
い
た
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

’

’

六
）
は
デ
パ
ー
ト
勤
務
、
二

男
ビ
ア
（
二
五
）
は
電
報
砥

個
局
に
働
き
、
二
女
エ
リ
ザ

ベ
ス
（
二
○
）
は
セ
ン
ト
女

子
大
学
の
三
年
生
。
ほ
と
ん

ど
独
立
し
て
し
ま
い
世
話
が

か
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、

今
年
の
三
月
、
今
ま
で
経
営

し
て
き
た
桜
レ
ス
ト
ラ
ン
を

人
に
ゆ
す
り
、
え
ん
ぎ
ょ
す

る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
二
『
－
１
ヨ

ー
ク
の
郊
外
に
別
荘
を
建
て

た
の
で
、
そ
こ
で
余
生
を
送

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

｜
こ
の
記
事
は
、
藤
元
一

一
ご
夫
妻
が
去
る
九
月
十
一

一
四
日
、
役
場
を
訪
れ
た
一

一
際
、
三
上
町
長
な
ど
に
一

一
語
っ
た
話
を
「
金
木
だ
｜

｜
よ
り
」
の
編
集
子
か
要
一

約
し
た
も
の
で
す
。
｝

交
通
邸
故
の
絶
滅
は
今
や
国

民
の
悲
願
と
さ
え
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
ん
な
こ
と
に
は
お
か

ま
い
な
く
、
事
故
は
増
え
る
一

方
の
昨
今
で
す
。

そ
う
い
う
事
故
を
な
く
し
よ

う
と
建
て
ら
れ
て
い
る
の
が
交

通
標
識
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
標

識
か
倒
さ
れ
た
り
、
こ
わ
さ
れ

た
り
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。

イ
タ
ズ
ラ
し
な
い
で
〆
．

私にも君にもできる〃たすけあい〃

交
通
標
識
が
泣
い
て
い
ま
す

期間
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Ｐ
ｌ
Ｉ
Ｉ
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ト
ー
ー
ー
‐
ｌ
ｈ
ｌ
Ｉ
ト
ー

金
木
町
朝
日
橘
手
前
の
十
字

‐

縦蝋纈紮臘説?柵鱒｜
幻
詫
舅
Ⅱ
Ⅱ
雷
圭
Ｍ
Ⅱ
聖
語
銘
Ⅱ
Ⅱ
蔓
記
Ⅱ
Ⅶ
Ⅱ
罵
器
Ⅱ
Ⅱ
窒
嬰
Ⅱ
Ⅱ
一

交通安全塔を建てる
金木地区交通安全協会

嘉瀬分会

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
那
瀬
分
会
（
原
田

兼
水
会
長
）
で
は
、
交
通
邪
故
絶
滅
の
願
い
を

こ
め
て
、
猫
瀬
劇
場
前
Ｔ
字
路
に
安
全
塔
を
建

て
ま
し
た
。

こ
の
安
全
塔
は
商
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

上
に
地
蔵
級
を
宏
腫
し
た
風
変
わ
り
な
も
の

で
、
注
意
を
促
す
Ⅷ
気
じ
か
け
の
回
転
塔
も
取

り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
田
分
会
長
の
話
Ⅱ
交
通
安
全
は
国
民
み
ん

な
の
願
い
で
す
が
、
こ
の
安
全
塔
が
、
期
え
る

一
方
の
交
通
堺
故
の
防
止
に
少
し
で
も
役
立
て

ば
幸
い
だ
と
思
い
ま
す
。

【
嘉
瀬
の
交
通
安
全
塔
】

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
傍
■
い
り
Ⅱ
ｒ
‐

器
Ⅱ
認
龍
・
Ｉ
舘
莞
Ⅱ
認
勇
Ⅱ
罷
詣
Ⅱ
霊
諾
Ⅱ
篭
．

一
級
の
随
智
に
該
当
す
る
人
の

加
算
額
は
年
額
一
万
二
千
円
に

改
正
。

一
、
母
子
、
準
母
子
年
金

年
額
一
万
九
千
円
が
六
万
円

に
。一
、
遺
児
年
金

に
。一
、
保
険
料

年
金
の
額
が
大
巾
に
引
上
げ

ら
れ
た
の
に
伴
い
、
納
め
る
保

険
料
も
昭
和
四
十
二
年
一
月
か

ら
百
円
引
上
げ
ら
れ
、
今
ま
で

百
円
の
人
は
二
百
円
、
百
五
十

円
の
人
は
二
百
五
十
円
に
な
り

ま
す
。九

月
十
日
付
発
行
の
「
金
木

だ
よ
り
」
（
第
八
十
五
号
）
の

農
業
委
員
に
関
す
る
記
事
中
、

佐
々
木
清
治
（
芦
野
開
拓
農
協
）

と
あ
る
の
は
、
佐
々
木
男
治
（
芦

野
開
拓
農
協
）
の
間
違
い
で
す

の
で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し

す
。 年

額
一
万
二
千
円
か
三
万
円

お
わ
び

ま

１
１

零
郵
政
省
で
は
、
毎
年
関
係
各
方
面
の
協
力
を
得
て
「
住

み
よ
い
郷
土
を
つ
く
る
郵
便
貯
金
奨
励
連
動
」
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
か
、
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で

が
こ
の
運
励
期
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
迎
励
の
側
的
は
、
班
か
な
家
庭
づ
く
り
の
た
め
の

貯
諮
奨
励
を
行
な
う
と
と
も
に
、
郵
便
貯
金
か
、
政
府
関

係
機
関
や
地
方
公
共
団
体
に
貸
し
出
さ
れ
、
住
宅
や
学
校

の
雌
投
、
生
活
球
境
の
撚
伽
、
股
林
漁
業
や
中
小
企
業
の

充
実
、
輸
出
の
振
興
、
道
路
、
服
力
、
海
遮
な
ど
の
社
会

賛
本
の
強
化
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な

戸
？
・
ロ
ゥ
■
■
■
■
■
・
守
口
白
色
■
■
９
９
■
・
・
Ｐ
ｂ
・
■
■
■
■
、
ロ
●
・
・
■
■
■
■
■
一
・
・
・
・
■
■
■
■
・
・
曲
由
－
０
凸
■
■
■
・
争
早
。
■
■
■
■
■
・
●
早
句
■
■
■
■
■
ざ

雪
郵
便
貯
金
奨
励
運
動
ヨ

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
一

Ｃ
■
■
、
■
■
■
■
■
ｑ
●
・
●
■
■
■
■
■
■
■
●
寺
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
巳
■
。
■
④
■
田
■
■
■
■
田
・
■
”
■
■
■
口
■
■
■
ｇ
色
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
口
ｇ

に
灯
っ
て
も
ら
い
、
郵
便
貯
金
の
幼
強
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

本
年
度
の
郵
便
貯
金
期
加
川
標
額
は
四
千
徳
で
、
こ
れ

は
本
年
度
財
政
投
融
額
（
二
兆
円
）
の
二
十
岡
％
に
あ
た

り
ま
す
。
大
蔵
行
置
金
巡
川
部
に
お
け
る
融
賛
総
額
は
、

こ
と
し
六
月
末
現
在
で
五
兆
二
千
門
両
惚
円
、
そ
の
五
十

四
％
に
当
た
る
二
兆
八
千
二
断
偲
門
が
郵
便
貯
金
で
す
。

金
木
町
に
も
、
二
十
六
件
、
川
千
二
百
刀
円
（
川
十
一

年
三
月
末
現
在
）
が
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。郵
政
省

公
職
遡
挙
法
か
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
蕊
本
選
挙
人

名
簿
と
補
充
選
挙
人
名
卿
の
制
皮
が
な
く
な
り
、
永
久
選

挙
人
名
簿
の
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

永
久
選
挙
人
名
簿
の
制
度
と
い
う
の
は
、
い
っ
た
ん
登

録
さ
れ
る
と
、
死
亡
と
か
転
出
・
転
入
な
ど
の
異
動
が
な

い
限
り
、
永
久
に
名
簿
に
の
っ
て
い
る
制
度
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
死
亡
と
か
異
動
が
な
い
限
り
、
今
ま
で

の
よ
う
に
毎
年
、
あ
る
い
は
避
挙
の
た
び
ご
と
に
申
講
し

な
く
て
も
い
い
わ
け
で
す
。
新
し
く
資
絡
者
に
な
っ
た
人
や

い
ま
つ
く
ら
れ
た
名
簿
に
は
昭
和

蕊
繍
蕊
蕪
雛
》

出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
場
合
、
証
明
書
は
い
り
ま
せ
ん
。

③
手
違
い
で
も
れ
て
い
る
場
合

前
か
ら
当
町
に
住
ん
で
い
る
が
、
何
か
の
手
違
い
で
名
簿

か
ら
も
れ
て
い
る
場
合
も
申
出
書
尭
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

、
三
月
と
九
月
に
名
簿
を
確
定

異
動
に
よ
る
申
出
書
は
い
つ
で
も
受
付
け
ま
す
が
、
資
格

を
調
査
し
、
名
簿
に
登
録
す
る
の
は
毎
年
九
月
一
日
と
三

月
一
日
で
す
。
金
木
町
選
挙
管
理
委
員
会


